
『
静
春
堂
詩
集
』
に
つ
い
て

要
　
　
木
　
　
純

　
筆
者
は
、
．
中
国
近
世
の
文
学
、
芸
術
史
に
お
い
て
量
的
に
も
質
的
に
も
そ
の
存
在
を
顕
著
に
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
文
人
」
に
つ
い
て
、

全
般
的
な
研
究
を
志
す
も
の
で
あ
る
が
、
目
下
そ
の
発
生
の
時
期
に
っ
い
て
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ひ
と
ま
ず
は
、
普
通
の
文
学
史
に
書
か
れ
る
よ
う
に
、
元
後
期
に
文
人
が
発
生
し
た
と
す
る
の
が
妥
当
だ
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
吉
川

幸
次
郎
『
元
明
詩
概
説
』
（
一
九
六
三
、
岩
波
書
店
一
一
〇
三
頁
。
「
第
三
節
　
文
人
の
発
生
　
侃
墳
、
顧
瑛
　
高
明
」

　
　
楊
維
禎
の
文
学
、
ま
た
そ
の
生
活
は
、
文
学
を
至
上
と
し
、
芸
術
を
至
上
と
し
て
生
き
る
態
度
で
あ
る
。
芸
術
を
至
上
と
す
る
ゆ
え

　
に
、
そ
の
生
活
も
、
芸
術
家
と
し
て
の
特
権
を
主
張
し
、
常
識
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。
こ
う
し
た
態
度
の
人
物
を
、
こ
の
時
期
以
後
の
語

　
で
、
「
文
人
」
と
呼
ぶ
。
従
来
の
中
国
の
文
明
が
必
ず
し
も
も
っ
た
人
物
で
は
な
い
。
…
…
楊
維
槙
、
な
い
し
は
楊
維
槙
を
中
心
と
す

　
る
元
未
南
方
の
「
文
人
」
た
ち
の
態
度
は
、
…
…
哲
学
と
無
縁
で
あ
り
、
政
治
と
も
無
縁
で
あ
る
。
あ
る
い
は
政
治
と
は
無
縁
で
あ
ら

　
ざ
る
を
得
な
い
環
境
に
い
る
。

　
こ
こ
に
見
え
る
「
文
人
」
の
過
不
足
な
い
定
義
に
筆
者
も
従
う
が
、
そ
の
大
量
の
発
生
は
元
未
南
方
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
精
神
の
発

生
を
今
す
こ
し
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
量
的
に
は
少
数
で
あ
る
が
南
宋
末
元
初
の
隠
逸
詩
人
達
の
な
か
に
探
っ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

　
中
国
文
明
は
、
他
文
明
と
比
べ
れ
ば
、
断
絶
の
な
い
文
明
で
あ
り
、
文
献
も
多
量
に
残
っ
て
い
る
の
で
、
「
文
人
」
の
典
型
を
求
め
よ

う
と
す
れ
ば
、
何
百
年
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
も
可
能
か
も
知
れ
な
い
。
「
文
人
」
と
て
、
人
間
の
精
神
の
あ
り
よ
う
の
一
部
が
拡
大
し
た

の
で
あ
り
、
新
人
類
が
発
生
し
た
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
危
険
を
承
知
の
上
で
、
筆
者
は
「
文
人
」
の
あ
る
程
度
の
地
歩
が
南

宋
末
一
元
初
に
固
め
ら
れ
た
と
考
え
る
。
「
文
人
」
の
定
義
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
等
は
政
治
的
に
突
出
し
て
い
な
い
。
だ
か

『
静
春
堂
詩
集
』
に
つ
い
て



二

ら
、
文
天
祥
や
謝
鞠
、
鄭
思
省
の
如
く
、
元
に
抵
抗
し
た
詩
人
と
し
て
、
文
学
史
上
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
一
し
か
し
、
小

詩
人
で
あ
り
、
－
特
異
な
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
時
代
の
波
に
流
さ
れ
る
よ
う
な
彼
等
の
作
品
に
こ
そ
、
次
代
に
っ
な
が
る
精
神
が
見
ら
れ
る

■
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
南
宋
末
に
生
ま
れ
、
青
年
期
に
王
朝
の
交
代
を
経
験
し
、
新
王
朝
に
は
極
端
な
抵
抗
を
示
さ
ず
、
短
い
時
期
な
が
ら
仕
官

も
し
た
が
、
多
く
は
政
治
を
避
け
て
隠
逸
的
な
生
涯
を
お
く
っ
た
、
衰
易
を
、
そ
の
詩
集
『
静
春
堂
詩
集
』
を
材
料
と
し
て
論
ず
る
。
筆

者
は
、
彼
を
「
文
人
」
の
典
型
と
考
え
る
が
、
何
分
に
も
一
人
だ
け
を
扱
う
の
で
性
急
に
結
論
を
急
が
ず
、
多
角
的
に
彼
の
文
学
の
あ
り

よ
う
に
考
察
を
加
え
た
い
と
考
え
る
。

　
衰
易
一
二
・
エ
ハ
ニ
～
二
二
〇
六
一
の
四
十
余
年
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
元
中
期
に
活
躍
し
た
学
者
に
し
て
政
治
家
の
黄
清

（
二
一
七
七
～
二
二
五
七
一
の
撰
し
た
「
奏
通
甫
墓
誌
銘
」
一
四
部
叢
刊
本
『
金
華
黄
先
生
文
集
』
巻
三
三
、
ま
た
後
述
の
知
不
足
斎
叢

書
本
『
静
春
堂
詩
集
』
序
に
「
故
静
春
先
生
衰
君
墓
誌
銘
井
序
」
と
し
て
附
す
一
が
詳
し
い
の
で
引
用
を
ま
じ
え
て
説
明
す
る
。

　
「
呉
の
隠
君
子
に
日
く
、
衰
君
、
講
は
易
、
字
は
通
甫
」
　
「
隠
君
子
」
出
仕
し
な
い
知
識
人
と
し
て
目
さ
れ
て
い
た
。
「
其
の
先
は
宋
初

に
当
り
て
、
一
進
士
よ
り
起
ち
て
京
朝
官
ど
為
る
者
有
り
、
仲
賢
と
日
う
。
始
め
て
洋
に
家
す
。
仲
賢
の
後
、
京
西
提
刑
璃
と
日
う
。
君
に

子
い
て
五
世
の
祖
と
為
す
。
南
渡
の
時
卒
し
、
呉
に
葬
ら
る
。
因
り
て
焉
に
家
す
。
故
に
今
は
平
江
の
人
と
為
す
」
先
祖
は
北
宋
の
官
で

あ
っ
た
の
が
、
金
に
征
服
さ
れ
た
時
、
今
の
蘇
州
に
逃
げ
て
定
住
し
た
。
「
曽
大
父
は
錐
と
日
う
。
其
の
地
の
術
沃
な
る
を
楽
し
み
、
長

洲
の
鮫
龍
浦
に
田
を
買
い
室
を
築
き
、
躬
ら
耕
し
て
食
い
、
布
衣
を
以
て
終
わ
る
。
大
父
は
祐
之
と
日
う
。
承
節
郎
監
盧
州
都
税
務
た
り
。

父
は
枢
と
日
う
。
国
史
実
録
院
検
閲
文
字
た
り
。
皆
仕
え
て
未
だ
顕
れ
ず
」
南
宋
に
入
っ
て
か
ら
父
の
代
ま
で
は
、
無
官
ま
た
は
微
官
で

あ
っ
た
。

　
さ
て
、
易
も
仕
官
を
望
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。
「
君
に
至
り
て
復
た
仕
進
を
楽
わ
ず
」
元
の
科
挙
廃
止
で
知
識
人
の
栄
達
の
機
会
が
う

ぱ
わ
れ
た
こ
と
が
、
文
化
史
で
は
よ
く
強
調
さ
れ
る
が
、
彼
の
場
合
、
性
癖
に
よ
る
部
分
が
多
い
よ
う
に
思
う
。
「
東
平
の
徐
公
は
部
使



者
の
節
を
持
す
」
江
南
の
人
士
と
交
流
が
多
か
っ
た
徐
瑛
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
元
史
巻
一
九
〇
に
よ
れ
ば
、
至
元
二
十
八
年

（
二
一
九
一
一
江
断
参
政
に
除
せ
ら
れ
、
三
十
一
年
二
二
九
四
）
断
西
廉
訪
使
に
遷
り
、
大
徳
二
年
（
二
一
九
八
一
入
り
て
翰
林
学
士

承
旨
と
為
っ
た
。
後
述
の
衰
易
の
杭
州
行
は
こ
の
間
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
「
君
の
名
を
聞
き
て
延
見
し
、
与
に
語
り
て
大
い
に
悦
ぶ
。

将
に
之
を
朝
に
薦
め
ん
と
す
る
も
、
君
は
力
め
て
謝
し
て
可
か
ず
。
徐
公
は
益
す
之
を
賢
と
す
」
こ
の
よ
う
に
出
仕
を
断
っ
た
の
だ
が
、

ひ
と
た
び
書
院
の
長
に
召
か
れ
る
。
「
已
に
し
て
行
中
書
省
君
を
石
洞
山
長
に
署
す
。
君
乃
ち
欣
然
と
し
て
往
き
て
職
に
就
く
」
し
か
し

す
ぐ
に
や
め
て
庭
園
を
営
ん
で
悠
々
自
適
の
日
々
を
送
る
の
だ
っ
た
。
「
既
に
し
て
帰
り
卒
い
に
隠
す
。
居
る
所
の
西
偏
に
即
き
て
堂
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ

為
し
、
静
春
と
日
う
。
水
を
塞
い
で
池
と
成
し
、
四
隅
に
周
ら
す
。
池
上
は
石
を
累
ぬ
る
こ
と
山
の
如
く
、
董
、
荷
、
蒲
、
葦
、
竹
、
梅
、

松
、
桂
、
蘭
、
菊
、
香
草
の
属
、
敷
舘
綴
縫
し
、
而
し
て
其
の
外
は
則
ち
江
を
左
に
し
湖
を
右
に
し
、
禽
魚
は
煙
波
葬
蒼
の
間
に
飛
泳
す
」

日
々
の
営
み
は
校
書
と
朋
友
と
の
談
話
に
費
さ
れ
た
。
「
堂
中
に
書
万
巻
有
り
。
悉
く
君
の
手
ず
か
ら
校
定
す
る
所
な
り
。
客
至
れ
ば
靱

ち
巻
を
鰍
め
、
与
に
縦
飲
劇
談
す
。
留
連
日
を
寛
え
て
乃
ち
已
む
」
好
天
に
は
舟
を
浮
べ
て
高
歌
し
俗
世
を
超
越
し
た
人
と
認
め
ら
れ
た
。

「
君
は
千
姿
秀
朗
、
風
止
ま
り
雨
収
ま
る
毎
に
小
舟
を
挾
み
て
、
筆
床
、
茶
竈
、
古
玩
器
を
以
て
自
ら
随
え
、
遣
逢
容
与
し
て
、
舷
を
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

き
て
歌
う
。
之
を
望
む
者
は
、
其
の
世
外
の
人
為
る
を
識
る
」
そ
し
て
彼
の
学
間
の
優
れ
た
点
を
説
く
。
「
君
少
く
し
て
学
に
敏
な
り
。

麓
積
の
素
、
一
に
詩
に
発
す
。
未
だ
始
め
よ
り
性
命
を
高
談
し
、
師
道
を
以
て
自
ら
任
ぜ
ず
。
其
の
石
洞
に
在
る
に
至
り
て
は
、
双
峯
の

説
を
推
明
し
、
上
は
考
亭
一
朱
煮
一
に
及
ぶ
。
皆
諸
生
の
昔
よ
り
未
だ
聞
か
ざ
る
所
に
し
て
、
焉
に
敬
服
せ
ざ
る
莫
し
」
双
峯
は
饒
魯
、

徽
州
石
洞
書
院
を
立
て
た
。
衰
易
は
そ
の
長
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
南
宋
の
朱
子
学
の
素
養
が
深
か
っ
た
こ
と
を
い
う
が
、

そ
れ
を
背
景
に
、
彼
の
才
能
は
詩
作
に
よ
り
多
く
発
揮
さ
れ
る
。
「
君
の
為
す
所
の
詩
『
静
春
堂
詩
集
』
八
巻
有
り
。
襲
氏
子
敬
之
が
序

を
為
し
、
半
山
に
近
し
と
謂
う
。
而
し
て
漁
陽
の
鮮
子
公
は
、
其
の
閑
遠
清
麗
な
る
こ
と
、
梢
や
精
密
を
加
う
れ
ば
、
少
陵
到
る
に
難
か

ら
ず
と
称
す
。
（
こ
の
部
分
後
述
）
其
の
一
時
の
名
人
の
為
に
推
量
せ
ら
る
る
こ
と
此
く
の
如
し
」
旧
南
宋
の
文
学
者
の
中
心
で
あ
り
、

元
に
仕
え
て
大
官
と
な
っ
た
趨
孟
煩
か
ら
も
認
め
ら
れ
た
。
「
呉
興
の
趨
公
は
、
嘗
て
汝
南
先
賢
伝
の
記
す
所
の
漢
司
徒
衰
公
臥
雪
の
事

を
取
り
て
、
写
し
て
図
と
為
し
て
以
て
君
に
遺
る
。
且
つ
日
く
、
予
此
の
図
を
為
す
は
、
正
に
通
甫
修
む
る
を
好
む
の
士
た
る
を
以
て
、

之
を
し
て
其
の
高
節
を
景
慕
せ
使
め
ん
爾
。
則
ち
君
の
人
品
固
よ
り
問
わ
ず
し
て
知
る
可
し
」
二
十
四
孝
の
内
の
衰
公
臥
雪
の
故
事
を
取
っ

『
静
春
堂
詩
集
』
に
つ
い
て

三



四

て
、
，
恐
ら
く
ユ
T
モ
ア
ま
じ
り
で
送
ら
れ
た
書
画
は
、
衰
の
子
孫
と
知
り
あ
っ
た
明
の
呉
寛
に
目
暗
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
一
知
不
足
斎
叢

書
本
『
静
春
堂
詩
集
』
真
寛
の
政
「
是
の
図
は
数
年
前
、
予
は
南
都
に
在
り
て
実
に
之
を
見
る
。
今
何
処
に
流
落
し
た
る
か
を
知
ら
ず
。

惜
し
い
哉
、
－
此
の
巻
と
与
に
並
び
に
衰
氏
に
蔵
せ
ら
れ
ざ
り
し
こ
と
」
一

，
以
下
は
衰
易
の
家
族
に
つ
い
て
。
「
君
が
母
は
超
氏
。
撲
安
議
王
八
世
の
孫
女
。
妻
は
桑
氏
。
子
は
男
四
人
。
長
は
震
と
日
い
、
次
は

泰
と
日
い
、
次
は
晋
と
日
う
。
皆
張
の
出
。
次
は
駿
と
日
う
。
陳
の
出
。
泰
は
文
学
を
以
て
克
く
世
つ
ぐ
。
其
の
家
女
は
五
人
。
長
は
金

大
声
に
許
適
す
る
も
、
未
だ
行
か
ず
し
て
卒
す
。
次
は
顧
天
隣
仲
振
の
孫
、
顧
正
許
徳
明
に
適
ぐ
。
孫
は
男
三
人
、
女
三
人
、
倶
に
幼
し
。

君
の
卒
す
る
は
、
大
徳
十
年
一
二
二
〇
六
一
十
一
月
二
十
六
日
。
寿
を
得
る
こ
と
四
十
有
五
。
其
の
年
は
十
二
月
二
十
四
日
。
長
洲
東
呉

郷
緒
撤
先
墓
の
次
に
葬
ら
る
。
後
二
十
有
八
年
、
是
元
統
二
年
一
二
二
三
四
一
と
為
す
。
君
の
子
震
は
已
に
卒
す
。
泰
及
び
晋
始
め
て
石

を
伐
り
、
状
を
以
て
来
り
て
文
を
謁
す
。
為
に
其
の
銘
を
銘
し
て
日
く
、
之
に
居
る
こ
と
煕
煕
、
之
に
行
く
こ
と
施
施
。
世
我
を
遺
っ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ

に
非
ず
、
我
為
さ
ざ
る
有
り
。
癌
め
て
言
に
之
を
歌
え
ば
、
其
の
声
た
る
也
希
な
り
。
昭
昭
と
し
て
其
れ
垂
れ
よ
、
表
し
て
以
て
辞
を
刻

す
」　

妻
の
桑
氏
一
二
一
六
三
～
二
三
ハ
四
一
は
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
『
王
忠
文
公
集
』
巻
二
十
四
所
収
「
衰
母
桑
夫
人
墓
誌
銘
」
に
よ
れ

ば
、
十
八
で
衰
易
に
嫁
し
、
衰
の
死
後
四
十
年
に
渡
っ
て
家
を
守
り
続
け
た
賢
夫
人
で
あ
る
。
そ
の
墓
誌
銘
に
「
吾
一
衰
泰
一
が
母
の
幼

き
也
、
即
ち
令
淑
を
以
て
聞
こ
ゆ
。
親
の
鍾
愛
す
る
所
と
為
る
。
婿
を
緩
紳
の
家
に
択
ぶ
。
我
が
先
君
早
に
文
行
を
以
て
名
を
知
ら
る
。

遂
に
以
て
焉
に
帰
す
」
と
あ
る
の
を
信
ず
れ
ば
、
衰
家
は
か
な
り
の
名
家
で
、
衰
易
も
将
来
を
囑
望
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
息
子
の

衰
泰
は
文
学
で
名
を
成
し
、
か
く
て
衰
易
の
遺
し
た
『
静
春
堂
詩
集
』
も
名
士
達
の
序
敗
や
評
を
得
る
こ
と
が
出
来
て
、
後
世
に
伝
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
黄
潜
の
末
尾
の
銘
は
、
衰
易
が
進
ん
で
隠
逸
の
士
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
微
妙
な
処
世
観
に
っ

い
て
は
、
今
少
し
探
究
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

『
静
春
堂
詩
集
』
の
テ
キ
ス
ト
に
っ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
す
る
。
筆
者
が
利
用
し
た
の
は
、

H
　
清
飽
廷
博
輯
『
知
不
足
斎
叢
書
』
第
二
十
八
集
所
収
『
静
春
堂
詩
集
四
巻
射
紅
惹
山
房
吟
藁
一
巻
』



　
目
　
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
『
静
春
堂
詩
集
』
四
巻

　
H
は
衰
易
の
子
孫
で
、
清
代
の
学
者
、
衰
廷
濤
の
別
集
を
附
し
て
い
る
。
H
も
目
も
四
巻
で
、
黄
漕
の
墓
誌
銘
に
い
う
「
八
巻
」
に
合

わ
な
い
。
現
存
の
テ
キ
ス
ト
所
収
の
詩
が
、
必
ず
し
も
彼
の
全
生
涯
を
お
お
っ
て
い
な
い
よ
う
な
、
尻
切
ト
ン
ボ
の
よ
う
な
印
象
を
与
え

る
と
こ
ろ
か
ら
、
抄
写
の
過
程
で
多
く
が
失
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
異
民
族
の
支
配
下
、
意
図
的
な
冊
除
が
行
わ

れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
、
元
代
の
検
閲
は
後
代
の
も
の
ほ
ど
厳
し
く
は
な
く
、
ま
た
衰
易
は
低
抗
詩
人

な
ど
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で
、
単
に
偶
然
に
テ
キ
ス
ト
が
失
わ
れ
た
と
見
な
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
現
存
の
テ
キ
ス
ト

か
ら
十
分
に
衰
易
の
全
体
像
が
浮
か
び
上
が
る
と
信
じ
る
。

　
さ
て
、
H
と
目
の
間
に
本
文
の
出
入
は
殆
ん
ど
な
い
が
、
序
政
の
部
分
が
違
う
。
H
の
序
政
は
恐
ら
く
諸
書
か
ら
輯
め
て
附
し
た
も
の

が
大
部
分
を
占
め
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
校
訂
は
ほ
ぼ
信
頼
す
る
に
足
り
、
便
利
で
あ
る
の
で
、
H
を
底
本
と
し
て
用
い
、
必
要
に
応
じ

て
目
で
補
う
こ
と
に
す
る
。

　
衰
易
の
作
品
か
ら
、
彼
の
先
駆
的
な
文
人
性
を
読
み
と
る
作
業
に
入
る
が
、
そ
の
前
に
詩
の
解
釈
の
重
層
性
に
関
す
る
筆
者
の
見
解
を

述
べ
る
。

　
例
え
ば
、
『
静
春
堂
詩
集
』
一
以
下
『
詩
集
』
と
略
す
一
巻
二
「
重
午
客
中
雨
三
首
」
の
第
一
首
第
三
聯

　
「
竹
葉
は
人
に
於
い
て
緑
に
、
榴
花
は
此
の
日
紅
な
り
」

を
、
い
か
に
詩
と
し
て
解
釈
す
る
か
。
旅
の
不
安
な
心
清
、
こ
と
さ
ら
に
竹
や
花
の
色
彩
が
目
に
ま
ぶ
し
い
あ
る
感
情
－
現
代
の
我
々

も
時
に
持
っ
よ
う
な
1
を
託
し
た
風
景
の
描
写
と
い
う
心
理
的
な
解
釈
が
ま
ず
一
っ
。
時
代
の
激
変
に
対
し
て
、
自
然
が
循
環
し
っ
っ

も
不
変
で
あ
る
こ
と
の
不
思
議
さ
を
表
出
し
た
と
い
う
歴
史
の
観
点
か
ら
の
解
釈
が
今
一
つ
。
そ
の
歴
史
的
解
釈
に
つ
い
て
も
、
異
民
族

統
治
下
に
お
け
る
亡
国
の
悲
哀
等
の
反
元
朝
の
民
族
主
義
を
読
み
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
元
に
同
調
し
期
待
を
寄
せ
な
が
ら
も

自
ら
が
仕
官
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
、
王
朝
の
変
遷
に
か
か
わ
ら
ぬ
知
識
人
の
不
安
を
読
ん
で
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
或

い
は
単
純
に
自
然
が
美
し
い
と
い
う
面
自
く
な
い
解
釈
も
許
さ
れ
る
。
し
か
し
、
詩
は
、
そ
も
そ
も
一
っ
の
解
釈
し
か
許
さ
な
い
も
の
で

『
静
春
堂
詩
集
』
に
つ
い
て

五
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は
な
く
、
作
者
の
方
も
散
文
で
は
言
い
切
れ
な
い
複
合
重
層
的
な
感
情
を
句
に
託
し
て
お
り
、
読
者
の
問
題
意
識
に
応
じ
て
あ
る
程
度
の

解
釈
の
ゆ
れ
が
許
さ
れ
る
、
或
い
は
、
読
者
の
解
釈
の
ゆ
れ
の
幅
ほ
ど
の
広
が
り
を
持
っ
た
感
情
を
作
者
は
も
と
も
と
有
し
て
い
る
の
だ

と
筆
者
は
考
え
る
。
か
か
る
詩
と
い
う
形
式
が
持
つ
特
殊
性
か
ら
、
筆
者
が
戦
略
的
に
（
我
田
引
水
的
に
一
、
筆
者
の
問
題
意
識
H
衰
易

の
文
人
性
に
引
き
っ
け
て
解
釈
す
る
の
を
し
ば
ら
く
許
し
て
欲
し
い
。

　
か
く
し
て
、
筆
者
は
、
衰
易
の
詩
を
、
文
人
的
な
芸
術
至
上
主
義
に
偏
っ
て
解
釈
す
る
。
と
い
っ
て
も
芸
術
の
み
を
目
的
と
し
て
い
る

と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
先
に
引
い
た
一
聯
の
背
景
に
は
、
旅
の
不
安
も
あ
ろ
う
、
新
王
朝
に
対
す
る
不
満
や
、
お
そ
れ
や
、
反
発

も
あ
ろ
う
、
た
だ
そ
れ
ら
の
感
情
が
深
け
れ
ぱ
深
い
ほ
ど
、
「
竹
の
葉
が
緑
で
、
石
榴
の
花
が
ひ
と
き
わ
赤
い
」
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
が

与
え
る
感
動
”
芸
術
的
快
楽
は
よ
り
大
き
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
『
詩
集
』
巻
一
の
「
泰
伯
廟
を
過
ぐ
」
の
詩
。
一
見
呉
の
泰
伯
に
託
し
て
、
漢
民
族
⑧
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
再
起
を
期
す
る
が
如

く
で
あ
る
。

　
「
伯
や
諒
に
霊
有
ら
ば
、
願
わ
く
は
言
に
頽
摩
を
振
わ
ん
」

　
し
か
し
、
彼
が
よ
り
深
く
心
を
動
か
さ
れ
た
の
は
泰
伯
廟
の
寒
々
と
し
た
景
色
と
江
南
の
停
滞
し
た
ム
ー
ド
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
句

の
一
つ
前
の
句
。

　
「
神
孫
す
ら
且
っ
倫
薄
、
流
俗
重
ね
て
已
ん
ぬ
る
か
な
集
」

　
荒
廃
し
た
遺
跡
の
美
に
魅
か
れ
る
、
退
廃
的
な
部
分
が
彼
に
は
確
実
に
あ
る
。
巻
一
「
蘇
子
美
の
濾
浪
故
園
に
遊
ぶ
」
そ
の
廃
園
の
不

気
味
さ
。

　
「
蘇
侯
故
台
の
沼
、
蕪
没
今
誰
か
記
せ
ん
。
依
依
と
し
て
故
杜
存
す
、
惨
惨
と
し
て
廻
鯛
腐
し
。
谷
は
伝
う
魑
魅
の
魔
き
、
地
は
失
う

神
霊
の
衛
り
」

　
巻
三
「
春
日
廃
園
に
遊
ぶ
」
荒
廃
の
繊
細
な
美
。

　
「
垂
楊
水
に
臥
し
徴
徴
と
し
て
舞
い
、
細
草
階
を
侵
し
故
故
と
し
て
生
ず
」

　
無
論
、
宋
以
後
の
作
老
の
常
と
し
て
、
悲
哀
の
止
揚
を
一
応
は
目
指
す
。
巻
四
「
公
事
に
因
り
て
駅
中
に
留
ま
り
、
遂
に
姑
蘇
台
に
登



る
。
晩
望
」

　
「
娃
館
今
は
荒
草
、
呉
宮
は
砥
だ
に
廃
丘
。
図
を
按
ず
れ
ば
旧
跡
に
非
ず
、
古
え
を
訪
ぬ
る
も
深
く
愁
う
る
莫
れ
」

　
地
図
を
調
べ
れ
ば
、
目
前
の
荒
廃
し
た
遺
跡
は
、
真
の
呉
代
の
も
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
悲
し
む
な
。
し
か
し
、
こ
れ
は
悲
哀
の
止
揚

で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
悲
哀
を
も
て
あ
そ
ぶ
快
楽
を
筆
者
は
感
ず
る
。

　
悲
哀
か
ら
の
逃
避
と
し
て
、
仏
教
へ
気
持
が
向
か
う
。
た
だ
そ
れ
も
真
の
信
仰
で
は
な
く
て
、
観
念
の
遊
び
に
過
ぎ
な
い
。
巻
一
「
霊

巖
に
遊
ぶ
」

　
「
秦
宮
は
蔓
草
に
委
し
、
漢
關
は
寒
螢
流
る
。
惟
だ
応
に
金
仙
の
姿
、
空
山
に
屹
す
る
こ
と
亭
亭
。
摩
足
八
極
に
曜
き
、
象
教
は
千
齢

に
垂
ん
と
す
」

　
中
国
文
明
独
自
の
巨
大
建
築
物
は
破
壊
さ
れ
、
却
っ
て
印
度
由
来
の
仏
教
建
築
が
残
る
こ
と
に
興
趣
を
覚
え
る
だ
け
の
観
念
上
の
遊
戯
。

同
じ
く
巻
一
「
開
元
寺
閣
に
登
り
て
浮
海
石
仏
を
観
る
」

　
「
危
坐
晴
唐
を
睨
み
、
浩
劃
は
一
朝
夕
。
濫
前
に
飛
鳥
は
逝
き
、
戸
外
に
流
水
は
疾
し
」

　
要
す
る
に
石
仏
が
残
っ
た
の
だ
か
ら
仏
教
は
尊
い
と
い
う
単
純
な
論
理
で
あ
り
、
仏
像
に
対
す
る
ひ
た
む
き
な
崇
拝
を
詠
む
と
い
う
よ

り
も
、
む
し
ろ
、
「
飛
鳥
」
や
「
流
水
」
等
の
自
然
の
変
転
の
速
さ
を
、
不
変
な
る
仏
像
に
対
比
す
る
、
芸
術
的
表
現
上
の
妙
に
興
味
を

覚
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
他
の
仏
教
関
係
の
詩
も
、
僧
に
対
す
る
あ
い
さ
っ
以
上
に
出
な
い
。

　
以
上
引
い
た
詩
は
亡
国
の
哀
し
み
が
背
景
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
そ
れ
よ
り
は
芸
術
的
感
動
に
作
者
の
主
眼
が
置
か
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
筆
者
は
衰
易
の
文
人
性
1
－
芸
術
至
上
主
義
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
南
宋
政
権
の
威
信
が
低
か
っ
た
た
め
か
、
ど
う
も
、
宋
末
元
初
の
詩
人
は
一
部
の
低
抗
詩
人
を
除
い
て
、
反
元
の
気
迫
が
弱
い
よ
う
に

思
う
の
は
筆
者
の
ひ
が
め
で
あ
ろ
う
か
。
現
代
の
我
々
が
想
像
す
る
よ
う
に
四
六
時
中
モ
ン
ゴ
ル
の
圧
迫
感
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
は
な

さ
そ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
時
代
が
安
定
す
る
と
、
仕
官
の
望
み
を
抱
く
の
が
大
勢
だ
っ
た
よ
う
だ
。
『
詩
集
』
の
明
代
呉
調
の
政
に
い

う
。

『
静
春
堂
詩
集
』
に
つ
い
て

七



八

　
「
元
氏
初
め
江
南
に
克
っ
に
、
崎
人
逸
士
は
里
閻
の
問
に
浮
沈
し
、
詩
酒
を
以
て
玩
世
す
る
者
衆
し
。
元
貞
⑧
大
徳
の
後
に
造
び
て
、

稿
や
出
で
て
需
嚢
に
居
し
、
以
て
後
進
に
淑
す
。
静
春
と
子
敬
（
襲
璃
一
、
重
鼎
（
銭
徳
鉤
一
、
彌
昌
（
湯
師
言
一
の
若
き
は
是
な
り
」

　
『
詩
集
』
中
、
杭
州
、
銭
唐
に
旅
し
た
時
の
作
品
が
多
数
あ
る
が
、
行
中
書
省
に
対
す
る
一
種
の
猟
官
運
動
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

　
『
中
国
文
学
通
史
系
列
⑧
元
代
文
学
史
』
（
郵
紹
基
主
編
。
人
民
文
学
出
版
杜
、
一
九
九
一
年
）
に
い
う
。

　
「
「
杭
州
道
中
書
懐
」
「
重
午
客
中
」
と
「
呉
中
の
諸
友
に
寄
す
」
一
い
ず
れ
も
巻
二
一
…
…
「
君
が
懐
は
雇
を
捨
っ
る
に
同
じ
く
、
吾

が
道
は
締
の
如
き
を
嘆
く
」
（
湯
唖
言
一
「
即
い
呉
詠
に
同
じ
か
ら
ん
と
擬
す
る
も
、
焉
ん
ぞ
知
ら
ん
楚
囚
に
敷
う
と
は
」
（
超
明
仲
一
と

「
君
に
煩
わ
す
席
を
割
っ
こ
と
母
き
を
、
漂
転
し
て
暫
し
挨
塵
」
一
銭
徳
鉤
一
。
這
は
是
れ
当
時
の
一
位
の
漢
族
の
士
子
、
出
仕
す
る
を
願

わ
ざ
る
由
り
出
仕
す
る
に
到
り
、
最
終
に
却
っ
て
又
重
用
せ
被
れ
ざ
る
を
感
到
し
て
而
し
て
発
出
す
る
の
感
嘆
な
り
」

　
確
か
に
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
詩
は
、
出
仕
で
き
な
い
自
己
や
友
人
の
不
遇
を
嘆
く
気
持
が
背
景
に
あ
り
そ
う
だ
。
し
か
し
、
語
弊
を
恐

れ
ず
に
い
え
ば
、
そ
の
嘆
き
に
溺
れ
る
快
楽
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
衰
易
の
場
合
は
、
古
典
の
典
故
を
借
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
嘆
き
の
感
情
を
よ
り
増
幅
せ
ん
と
意
図
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

杜
甫
等
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
が
、
筆
者
の
見
る
所
、
安
易
に
典
故
を
多
用
し
、
典
故
の
醸
し
出
す
既
成
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
か
か
り
す

ぎ
て
い
る
。
巻
一
「
播
鶴
躍
の
帰
り
て
母
に
侍
う
る
を
送
る
」

　
「
子
は
何
ぞ
意
浩
蕩
、
帰
心
奮
飛
の
如
し
。
王
緊
故
郷
の
志
し
、
江
掩
南
浦
の
悲
し
み
。
丈
夫
各
の
適
く
有
り
、
聚
散
焉
ん
ぞ
期
す
可

け
ん
や
」

　
王
榮
、
江
掩
の
故
事
を
、
何
ら
加
工
を
す
る
こ
と
な
く
用
い
る
。
そ
の
安
易
さ
は
、
す
ぐ
二
首
後
の
「
王
折
父
常
州
学
正
を
送
る
」
に

「
江
掩
南
浦
の
情
」
と
こ
こ
と
一
字
の
み
変
え
て
句
を
作
っ
て
い
る
こ
と
に
如
実
に
あ
ら
わ
れ
る
。
応
酬
の
作
で
苦
吟
す
る
に
値
し
な
か
っ

た
に
し
て
も
、
集
に
す
れ
ば
あ
ま
り
に
あ
ら
わ
で
あ
る
。

　
衰
易
は
、
王
榮
の
登
楼
賦
の
故
事
が
い
た
く
気
に
入
っ
て
い
る
よ
う
で
、
『
詩
集
』
巻
一
「
杭
州
客
楼
開
燵
の
日
の
作
」
に
「
千
古
流

伝
す
王
薬
の
賦
、
人
を
し
て
登
覧
し
て
愁
端
を
動
ぜ
令
む
」
巻
二
「
孔
退
之
に
寄
す
」
に
「
邊
か
に
青
山
に
対
し
て
風
度
を
憶
う
、
幾
回

か
独
り
俺
る
仲
宣
の
楼
」
と
あ
る
。



　
元
雑
劇
に
「
王
榮
登
楼
」
一
鄭
徳
輝
作
、
『
元
曲
選
』
所
収
一
と
い
う
曲
が
あ
る
。
書
生
た
る
王
築
が
ひ
と
り
楼
に
の
ぼ
っ
て
不
遇
を
絶

唱
す
る
の
が
山
場
で
あ
る
が
、
喜
劇
仕
立
て
で
あ
る
に
せ
よ
、
な
ぜ
か
か
る
劇
が
受
容
せ
ら
れ
る
の
か
、
筆
者
に
は
不
審
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
衰
易
の
よ
う
に
、
古
典
、
故
事
に
依
存
し
て
、
書
生
の
孤
独
な
不
遇
の
嘆
き
を
繰
り
返
し
描
写
し
、
味
わ
う
の
が
、
江
南
の
文
人

の
気
風
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
鄭
徳
輝
が
杭
州
で
活
躍
し
た
ら
し
い
の
と
相
侯
っ
て
納
得
し
や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
衰
易
の
作
品
に
お
け
る
「
亡
国
の
恨
み
」
や
「
書
生
の
不
遇
の
嘆
き
」
の
裏
に
、
芸
術
性
を
至
上
と
す
る
文
人
性
を
見
て
き
た
が
、
筆

者
は
何
も
衰
易
の
作
風
が
欺
臓
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
詩
は
重
層
的
に
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
哀

易
の
詩
は
、
高
い
精
神
性
、
孤
高
な
求
道
精
神
に
裏
打
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
文
人
の
発
生
と
関
連
し
て
述
べ
た
い
。

　
文
人
の
大
量
発
生
を
支
え
る
の
は
、
経
済
の
発
達
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
元
の
征
服
に
よ
る
江
南
経
済
の
打
撃
の
み
を
強
調
す
る

の
は
誤
り
で
、
世
界
的
な
流
通
シ
ス
テ
ム
が
成
立
し
た
恩
恵
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
経
済
の
発
達
に
伴
っ
て
、
当
然
都
市
も
質
的
、
量

的
に
拡
大
す
る
。
文
人
は
い
わ
ば
巨
大
な
都
市
（
蘇
州
、
杭
州
、
松
江
一
に
寄
生
し
て
増
殖
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

か
く
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、
文
人
は
そ
の
発
生
の
当
初
か
ら
都
市
に
対
す
る
憎
し
み
或
い
は
不
快
感
を
抱
い
た
。
あ
た
か
も
、
現
代
人
の

科
学
技
術
文
明
に
対
す
る
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ツ
と
一
般
で
あ
る
。

　
文
人
の
活
動
や
交
流
の
場
は
主
に
都
市
に
あ
っ
た
が
、
都
市
を
意
図
的
に
避
け
て
、
郊
外
や
田
園
に
場
を
求
め
る
一
群
も
存
在
し
た
。

中
国
伝
統
の
隠
逸
思
想
が
彼
等
の
思
想
の
支
え
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
彼
等
の
心
情
の
中
心
は
、
新
た
に
出
現
し
た
近
世
都
市
一
経
済
一

に
対
す
る
憎
悪
で
あ
り
、
そ
の
憎
悪
を
細
か
に
分
析
す
れ
ば
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
ら
の
存
在
を
支
持
す
る
都
市
を
完
全
に
否
定
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
苛
立
ち
の
感
覚
が
更
に
加
わ
る
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
影
を
帯
び
る
こ
と
が
、
彼
等
の
思
想
の
云
統
的
隠
逸
思
想
と

異
な
る
所
で
あ
る
。

　
衰
易
も
こ
の
タ
ィ
プ
で
あ
る
。
彼
の
詩
に
見
え
る
都
市
と
の
距
離
を
、
ま
さ
に
そ
の
都
市
を
表
わ
す
中
国
語
の
「
城
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
て
読
み
取
っ
て
い
き
た
い
。

　
『
詩
集
』
－
陸
文
圭
の
序
に
い
う
。

『
静
春
堂
詩
集
』
に
つ
い
て

九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
「
具
区
甫
里
の
問
に
、
隠
君
子
衰
易
通
甫
の
家
有
り
焉
。
盧
を
結
び
亭
を
構
え
て
、
蒼
荘
の
外
に
出
づ
。
樵
村
漁
舎
、
混
じ
て
一
区
と

為
す
。
城
市
の
跡
は
疎
に
し
て
而
し
て
廉
鹿
の
性
は
馴
な
り
。
嗜
欲
の
機
は
浅
に
し
て
而
し
て
鴎
鳥
の
情
は
親
な
り
。
交
わ
る
所
は
皆
崎

人
逸
士
、
西
隣
北
里
、
詩
筒
往
来
す
。
清
江
白
月
に
は
、
樽
を
挙
げ
て
相
属
す
。
優
漉
し
て
仕
え
ざ
る
者
四
十
饒
年
」

　
衰
易
と
直
接
会
っ
て
い
な
い
が
、
（
「
余
恨
む
ら
く
は
静
春
の
堂
に
登
り
て
相
与
に
其
の
議
論
を
上
下
せ
ず
」
一
同
時
代
人
だ
け
に
、
都

会
に
対
す
る
嫌
悪
の
感
情
を
共
有
す
る
。
城
市
の
影
響
は
出
来
る
だ
け
少
な
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
高
度
な
経
済

力
が
欲
望
を
刺
激
し
て
人
を
狂
わ
せ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　
衰
易
の
詩
に
お
け
る
「
城
」
の
用
例
を
見
よ
う
。

　
「
今
君
は
城
郭
に
在
り
、
竹
を
種
え
下
慶
を
成
す
。
比
憐
来
往
す
る
に
任
せ
、
藩
簾
を
撞
た
遣
め
ず
。
我
自
ら
家
法
を
用
い
る
、
此
の

意
人
知
る
を
得
ん
」
（
巻
一
「
贈
竹
選
」
一

　
「
江
天
物
色
人
の
共
に
す
る
無
し
、
城
郭
の
風
塵
我
を
奈
何
せ
ん
」
一
巻
二
「
首
夏
村
屠
雑
興
七
絶
」
第
六
首
一

　
「
故
人
城
郭
に
尚
お
留
連
す
、
何
れ
の
時
か
共
に
鼓
た
ん
呉
松
の
柁
を
」
（
巻
二
「
八
月
一
日
雨
後
賦
す
、
兼
ね
て
城
中
の
諸
友
に
寄
す
」
）

　
「
暫
し
憩
い
て
城
郭
を
忘
れ
、
長
く
謡
い
て
澗
阿
を
詠
ず
」
一
巻
二
「
正
月
十
六
日
、
徳
鉤
、
子
敬
、
翼
之
泊
び
児
子
震
と
東
季
博
山
園

に
遊
ぶ
、
詩
五
首
を
賦
す
」
第
一
首
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
「
城
郭
の
塵
挨
馬
に
傍
り
て
飛
ぶ
、
此
の
中
何
の
地
な
り
て
か
頓
み
に
能
く
奇
た
る
」
一
巻
三
「
杭
自
り
呉
に
還
る
。
徳
鉤
を
訪
ぬ
。
因

り
て
留
め
て
文
を
論
じ
、
午
を
過
ぎ
て
帰
る
。
途
に
竹
間
の
道
院
を
過
ぐ
」
第
一
首
一

　
「
城
郭
に
駆
馳
し
て
還
た
知
る
や
否
や
、
江
水
桃
花
昨
夜
の
風
」
（
巻
四
「
陸
冶
健
に
寄
す
」
）

　
「
城
郭
風
塵
」
「
忘
城
郭
」
「
城
郭
塵
挨
」
と
都
市
を
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
、
自
ら
が
住
む
田
園
を
最
高
の
境
遇
と
考
え
て
、

都
市
の
居
住
者
に
対
し
て
誇
り
つ
つ
、
彼
等
を
誘
引
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
箇
に
は
合
む
遠
嶺
綿
綿
た
る
樹
、
門
に
は
対
す
清
江
箇
箇
の
船
。
此
の
景
は
吾
が
盧
に
朝
莫
有
り
、
画
中
忽
ち
見
れ
ば
絶
だ
憐
む
に

堪
え
た
り
」
一
巻
三
「
銭
翼
之
所
蔵
の
華
岳
山
水
図
に
題
す
」
）

　
杜
甫
の
絶
句
を
換
骨
奪
胎
し
た
こ
の
詩
は
、
絵
を
ほ
め
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
実
は
わ
が
家
の
す
ば
ら
し
さ
を
絵
に
よ
っ
て
再
発
見



し
て
、
誇
る
気
持
が
す
け
て
見
え
な
い
か
。

　
し
か
し
、
あ
る
対
象
に
嫌
悪
を
示
す
こ
と
は
、
同
時
に
、
そ
の
対
象
が
持
つ
圧
倒
的
な
迫
力
に
低
抗
し
よ
う
と
す
る
あ
が
き
で
あ
り
、

ま
た
自
ら
が
そ
の
対
象
へ
の
依
存
か
ら
脱
却
で
き
な
い
歯
痒
さ
で
あ
る
。
「
城
郭
に
在
る
」
人
に
対
し
て
、
「
我
自
ら
家
法
を
用
い
る
」
と

や
せ
が
ま
ん
を
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
－
「
城
郭
の
風
塵
我
を
奈
何
せ
ん
」
と
低
抗
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
「
城
郭
に
留
連
す
る
」
友
達
に
早
く
こ
こ
に

来
て
く
れ
と
呼
び
か
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
都
市
の
享
楽
的
な
生
活
、
楽
し
い
交
友
を
知
っ
た
も
の
は
、
そ
れ
か
ら
脱
却
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
か
く
し
て
、
後
世
の
文
人
達
の

一
派
は
、
都
市
を
嫌
悪
し
っ
っ
、
都
市
を
絶
対
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
適
当
な
距
離
を
お
こ
う
と
す
る
。
衰
易
が
生
き
た
時
代
は
、
文

人
の
繭
芽
期
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
後
世
の
文
人
に
と
っ
て
は
あ
た
り
ま
え
す
ぎ
て
、
却
っ
て
読
者
に
は
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
、
上
の

如
き
事
情
が
あ
か
ら
さ
ま
に
詩
句
に
表
出
し
て
い
る
の
だ
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
実
際
の
生
活
に
と
っ
て
は
と
も
か
く
、
芸
術
的
な

生
活
に
と
っ
て
は
、
前
代
の
士
大
夫
と
違
っ
て
、
王
朝
の
興
亡
や
書
生
の
不
遇
よ
り
も
、
こ
の
都
市
の
発
達
と
い
う
新
状
況
が
ま
ず
文
人

達
の
関
心
事
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
都
市
を
離
れ
て
、
孤
高
を
保
っ
て
、
芸
術
性
を
守
る
。
－
上
述
の
ご
と
く
、
言
う
は
易
い
が
行
う
は
難
い
こ
の
方
針
を
衰
易
は
い
か

に
し
て
貫
い
た
か
。

　
そ
れ
は
少
数
の
同
志
と
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
相
い
励
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
た
か
も
、
仏
教
徒
が
世
俗
を
超
脱
し
た
孤
高
な
道
を
求
め

な
が
ら
、
絶
対
孤
独
の
修
行
を
す
る
の
で
は
な
く
、
同
志
と
曽
伽
を
組
ん
で
精
進
す
る
よ
う
に
で
あ
る
。
衰
易
に
あ
っ
て
は
、
芸
術
は
、

作
品
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
交
友
関
係
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
含
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
後
の
文
人
楊
維
槙
に
相
通
ず

る
も
の
が
あ
る
。
『
詩
集
』
の
「
湯
彌
昌
序
」
に
い
う
。

　
「
憶
う
昔
、
通
甫
志
が
無
か
り
し
時
、
余
と
三
日
と
し
て
曙
語
せ
ざ
る
は
無
し
。
否
ら
ず
ん
ば
則
ち
桑
奴
を
走
ら
せ
て
詩
筒
を
遁
す
」

　
「
詩
筒
」
の
こ
と
は
、
先
に
引
用
し
た
陸
文
圭
の
序
に
も
あ
っ
た
。
同
時
代
人
に
有
名
な
事
柄
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
「
城
」
に

関
し
て
引
用
し
た
詩
に
お
い
て
も
、
何
か
興
の
お
も
む
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、
城
中
の
諸
友
と
唱
和
し
た
が
る
ひ
た
む
き
さ
が
見
て
と
れ
る
。

『
静
春
堂
詩
集
』
に
つ
い
て



二

　
「
敢
え
て
王
吉
を
追
う
を
望
ま
ん
や
、
寧
ぞ
禰
衡
を
薦
む
る
を
希
ま
ん
や
。
湖
山
奇
句
有
ら
ば
、
備
し
く
は
許
せ
柴
荊
に
寄
す
る
を
」

（
巻
一
「
湯
堕
言
の
杭
に
赴
く
を
送
る
」
一

　
自
ら
の
官
位
な
ど
は
ど
う
で
も
よ
い
か
ら
、
ま
ず
杭
州
の
風
物
を
詠
ん
だ
詩
を
送
っ
て
く
れ
と
ね
が
う
。
先
に
引
い
た
「
潜
鶴
膿
の
帰

り
て
母
に
侍
う
る
を
送
る
」
（
巻
一
一
の
末
句
に
も
、

　
「
閑
居
詞
藻
富
ま
ば
、
札
翰
時
に
相
胎
れ
」

と
、
－
詩
作
を
よ
こ
す
よ
う
に
念
を
押
す
。

　
衰
易
は
自
作
を
後
世
に
残
す
こ
と
に
あ
ま
り
頓
着
し
な
か
っ
た
よ
う
で
、
「
湯
彌
昌
序
」
に
も
彼
の
遺
稿
が
「
散
落
す
る
こ
と
少
な
か

ら
ず
」
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
あ
り
、
友
人
達
の
手
元
に
残
さ
れ
た
応
酬
の
作
を
集
め
て
今
の
テ
キ
ス
ト
が
出
来
た
ら
し
い
。
「
湯

序
」
■
に
い
う
。
「
詩
章
楽
府
、
余
之
を
得
る
こ
と
最
も
多
し
。
是
に
至
り
て
伸
長
一
衰
泰
一
に
投
ず
る
こ
と
数
十
篇
、
而
し
て
集
始
め
て

粗
ぼ
備
わ
れ
り
」
『
詩
集
』
に
応
酬
の
作
が
多
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
ま
た
は
し
な
く
も
衰
易
が
自
ら
の
芸
術
を
確
立

す
る
に
際
し
て
、
人
間
関
係
の
中
に
そ
れ
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
重
視
し
た
こ
と
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
「
断
東
の
山
色
は
江
を
渡
り
て
青
し
、
眼
底
の
新
詩
は
此
に
向
い
て
成
る
」
一
巻
二
「
湖
上
即
事
月
心
を
懐
う
の
辞
多
し
、
六
首
」
第
二

首
）

・
「
濁
酒
悠
然
と
し
て
酌
む
、
新
詩
此
に
向
い
て
成
る
」
一
巻
四
「
小
山
の
夏
夜
独
坐
に
和
す
」
第
七
首
一

　
「
新
詩
向
此
成
」
が
無
造
作
に
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
佳
詩
を
思
い
っ
い
た
ら
、
す
ぐ
に
で
も
友
人
に
知
ら
せ
た
が

る
彼
の
心
の
と
き
め
き
を
見
よ
。
「
小
山
の
夏
夜
独
坐
に
和
す
」
第
九
首
の
ご
と
く
「
歌
長
く
し
て
柳
か
自
ら
舞
い
、
詩
好
き
も
誰
に
聴

か
し
め
ん
と
欲
す
」
と
い
う
孤
独
な
状
態
で
は
彼
の
力
は
発
揮
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
後
世
に
お
い
て
は
、
文
人
達
が
徒
党
を
組
み
、
よ
き
に
っ
け
、
あ
し
き
に
っ
け
、
政
治
性
を
発
揮
す
る
場
合
が
多
い
が
、
そ
の
起
源
を

求
め
れ
ば
、
衰
易
の
場
合
の
ご
と
く
、
都
市
か
ら
距
離
を
お
き
、
志
し
を
同
じ
く
し
て
芸
術
を
追
求
す
る
グ
ル
ー
プ
こ
そ
が
初
期
の
純
粋

な
形
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。



　
歴
代
、
南
宋
末
元
初
の
詩
人
の
そ
れ
ぞ
れ
に
っ
い
て
、
前
代
の
ど
の
作
者
を
祖
と
し
、
何
派
に
っ
ら
な
る
か
と
い
う
議
論
が
か
ま
び
す

し
い
。
衰
易
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
今
そ
の
議
論
の
一
つ
一
つ
を
取
り
上
げ
な
い
で
、
『
元
代
文
学
史
』
の
四
二
九
頁
か
ら
四
三
〇

頁
の
叙
述
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
代
の
議
論
を
総
括
し
た
い
。

　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ

　
「
衰
易
也
た
詩
名
有
り
、
他
の
朋
友
襲
璃
は
他
を
將
て
比
し
て
王
安
石
と
作
す
。
清
代
の
宋
詩
を
宗
と
す
る
腐
鶉
却
っ
て
又
他
を
把
り

て
比
し
て
黄
庭
堅
、
陳
師
道
と
作
す
。
四
庫
館
臣
は
則
ち
認
め
て
衰
易
の
詩
は
王
安
石
の
詩
と
相
い
類
せ
ず
、
黄
庭
堅
、
陳
師
道
の
詩
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
む
ね

も
也
た
是
れ
門
径
各
の
別
な
り
と
為
し
、
『
提
要
』
は
認
め
て
陳
与
義
と
近
き
と
為
す
と
為
す
は
、
未
だ
尽
く
は
然
ら
じ
。
大
致
説
き
来

れ
ば
、
衰
易
の
詩
歌
は
詩
句
明
浄
と
音
調
響
亮
と
の
特
点
を
具
有
す
、
同
時
に
較
や
典
を
用
い
る
こ
と
少
な
し
。
清
代
『
元
詩
別
裁
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
さ

は
衰
易
の
七
律
三
首
を
選
ぶ
。
…
…
編
者
は
是
れ
唐
音
の
標
準
よ
り
着
眼
せ
り
。
衰
易
の
詩
作
を
翻
検
す
る
に
、
応
当
に
這
の
三
首
の
詩

は
確
か
に
是
れ
他
の
佳
品
な
り
と
説
く
べ
し
、
此
に
於
い
て
也
た
衰
易
の
詩
作
は
江
西
詩
派
と
区
別
す
る
所
有
る
を
見
る
可
し
、
也
た
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
り
や
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し

霊
、
江
湖
派
と
も
縁
り
無
し
、
其
の
腐
鶉
の
象
く
那
の
様
に
衰
易
の
作
品
を
把
り
て
生
拉
硬
祉
黄
、
陳
の
後
塵
と
為
す
よ
り
は
、
無
寧
ろ

説
く
べ
し
、
他
は
他
の
朋
友
戴
表
元
、
趨
孟
煩
と
相
い
似
て
、
江
西
派
を
撤
開
し
、
而
し
て
直
ち
に
唐
詩
を
以
て
宗
と
為
す
と
」

　
文
学
史
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
細
部
は
と
も
か
く
、
妥
当
な
総
括
と
い
え
よ
う
。
特
に
最
後
の
戴
表
元
、
超
孟
煩
同
様
南
宋
詩
壇
を
お

お
っ
た
江
西
派
か
ら
離
れ
、
唐
詩
を
宗
と
し
た
と
い
う
の
は
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
筆
者
の
立
論
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
こ

と
は
重
大
事
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
「
新
詩
此
に
向
い
て
成
る
」
と
叫
ん
だ
衰
易
の
喜
び
を
と
ら
え
そ
こ
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
は
誰

に
似
て
い
る
か
と
い
う
論
争
で
は
な
く
、
何
が
新
し
い
の
か
、
も
し
く
は
新
し
い
と
感
じ
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
こ
そ
探
求
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
筆
者
は
彼
の
詩
に
文
人
性
の
十
朋
芽
を
見
た
。
元
代
の
詩
人
を
論
ず
る
時
は
、
文
学
史
的
な
あ
ま
り
に
高
所
に
立
っ
た
見
方
で

は
な
く
、
身
を
当
時
の
状
況
の
中
に
お
い
た
地
を
は
う
よ
う
な
視
線
が
有
効
だ
と
思
う
。
ま
た
い
い
か
え
れ
ば
、
残
さ
れ
た
作
品
だ
け
を

見
て
大
局
的
に
他
と
比
べ
て
模
傲
と
み
な
す
静
的
な
見
方
で
は
な
く
、
た
と
え
作
品
が
前
代
と
そ
っ
く
り
の
も
の
し
か
出
来
上
が
ら
な
く

て
も
、
そ
の
裏
に
あ
る
作
者
の
目
ざ
し
た
も
の
を
、
実
を
む
す
ば
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
作
者
の
も
っ
た
潜
在
力
を
、
探
求
す
る
動
的
な
見

方
を
こ
そ
筆
者
は
採
用
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
は
、
同
時
代
の
評
が
最
も
参
考
に
な
る
。
ま
ず
、
『
詩
集
』
「
襲
璃
序
」
。
な
お
襲
璃
は
『
元
代
文
学
史
』
の
い

『
静
春
堂
詩
集
』
に
つ
い
て

一
三



四

う
ご
と
く
、
衰
易
詩
が
王
安
石
詩
を
模
倣
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
「
予
は
今
人
の
詩
を
読
む
に
、
其
の
今
人
為
る
を
知
ら
ざ
る
者
は
、
唯
だ
吾
が
通
甫
に
於
い
て
然
り
と
為
す
。
通
甫
没
し
て
十
徐
年
な

り
実
。
意
な
る
者
は
亦
た
古
え
に
し
て
猶
お
今
な
り
。
今
斯
の
人
豊
に
得
易
き
哉
。
世
の
詩
を
為
す
者
は
古
人
を
学
べ
ば
其
の
似
た
ら
ん

を
欲
し
、
己
意
を
出
だ
せ
ば
其
の
新
し
き
を
欲
す
、
両
端
あ
る
而
已
。
然
れ
ど
も
似
る
者
は
多
く
踏
襲
し
、
新
し
き
者
は
常
に
崖
異
た
り
。

唯
だ
似
て
似
る
に
非
ざ
る
也
。
新
た
に
し
て
新
た
に
非
ざ
る
也
。
之
を
潭
然
に
得
て
、
又
未
だ
古
人
、
己
意
、
敦
れ
が
先
か
敦
れ
が
後
か

　
　
　
　
や

知
ら
ざ
る
也
、
始
め
て
詩
を
言
う
可
き
耳
」

　
今
古
潭
然
た
る
が
大
事
だ
と
い
う
。
古
え
を
踏
襲
す
る
の
が
常
で
あ
る
中
国
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
、
今
、
新
の
強
調
が
こ
こ
で
は
特

異
で
あ
る
。

　
「
一
っ
に
は
、
士
科
挙
の
業
慮
を
去
り
て
、
詩
を
為
ら
ざ
る
は
無
し
。
北
音
は
壮
に
傷
い
、
南
音
は
之
を
浮
に
失
す
。
書
文
大
同
す
れ

ば
、
宜
し
く
古
え
に
極
ま
る
べ
し
」

　
元
に
よ
る
科
挙
の
廃
止
で
、
詩
は
芸
術
本
来
の
自
由
を
と
り
戻
し
た
。
そ
し
て
元
に
よ
る
中
国
統
一
は
ま
さ
に
昔
の
大
同
の
世
の
復
活

で
あ
る
か
ら
、
古
え
に
戻
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
「
古
え
」
が
む
し
ろ
南
宋
以
来
の
今
の
江
南
を
否
定
す
る
も
の

で
、
新
た
な
る
今
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
衰
易
の
文
学
は
、
そ
の
新
た
な
る
方
向
へ
の
改
革
を
実
践
し
た
。
襲
璃
は
、
衰
易
を
こ
う
評
価
す
る
。

　
「
古
人
の
嘗
て
有
り
し
所
の
者
皆
有
り
、
今
人
の
当
に
無
か
る
べ
き
者
必
ず
無
し
」

　
こ
の
評
を
古
典
模
倣
と
単
純
に
見
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
今
を
否
定
す
る
新
た
な
る
者
の
息
吹
が
そ
こ
に
あ
る
。

　
郭
麟
孫
の
序
に
い
う
。

　
「
窃
か
に
以
為
え
ら
く
詩
は
性
情
の
正
に
本
原
し
、
其
の
物
に
遇
い
て
懐
を
興
し
、
時
に
因
り
て
事
に
感
ず
る
に
当
り
て
、
之
を
詩
に

あ
ら形

わ
す
。
初
め
よ
り
何
ぞ
嘗
て
拘
拘
然
と
し
て
筆
を
執
り
て
学
び
て
此
く
の
如
く
す
と
為
せ
ば
則
ち
某
人
に
似
た
り
、
彼
の
如
く
す
れ
ば

則
ち
某
人
に
似
た
り
と
て
、
然
る
後
に
詩
を
為
ら
ん
哉
」

　
詩
は
性
情
に
基
く
も
の
、
古
人
の
誰
そ
れ
を
ま
ね
よ
う
と
あ
く
せ
く
し
て
作
る
者
で
は
な
い
。



　
「
蓋
し
其
の
蓄
す
る
所
既
に
深
け
れ
ば
、
上
は
三
百
篇
自
り
以
て
魏
晋
唐
宋
諸
家
の
詩
に
至
る
ま
で
、
胸
中
に
融
解
せ
ざ
る
は
莫
し
」

　
か
と
い
っ
て
、
詩
は
勝
手
に
作
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
学
問
の
根
底
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
え
の
詩
を
学
ば
ね
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
そ
こ
で
模
倣
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

　
「
故
に
其
の
篇
章
を
作
為
す
る
や
、
自
ら
似
る
を
期
せ
ず
し
て
、
之
に
似
た
る
者
有
る
耳
」

　
無
論
、
そ
れ
は
表
面
上
の
類
似
で
あ
っ
て
、
我
々
は
内
面
の
運
動
を
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
「
然
り
と
難
も
似
る
は
特
だ
其
の
形
体
の
み
也
。
妙
に
し
て
之
を
化
す
る
の
地
に
至
り
て
は
、
又
古
人
の
語
意
の
表
に
超
出
す
る
者
有

り
、
尤
も
未
だ
識
る
に
易
か
ら
ざ
る
也
」

　
こ
こ
に
お
い
て
、
郭
の
考
え
は
筆
者
の
考
え
に
一
致
す
る
。
衰
易
の
生
き
た
時
代
か
ら
唐
詩
模
倣
の
風
潮
が
は
じ
ま
る
が
、
作
者
達
の

中
に
は
新
た
な
る
者
を
作
ろ
う
と
い
う
熱
清
が
た
ぎ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
熱
情
は
各
方
面
に
向
か
う
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
一
っ
が

本
稿
で
強
調
し
た
文
人
性
を
も
っ
作
品
及
び
生
き
方
な
の
で
あ
る
。

『
静
春
堂
詩
集
』
に
つ
い
て

一
五


